
露地野菜の畝立てと同時に局所施肥が可能な高速二段
局所施肥機（以下、二段局所施肥機）が農研機構、上田
農機㈱および㈱タイショーによって共同開発された（写
真１）。本機は、車速に連動して高速・高精度に肥料を繰
り出し、作物の生育に効果的な位置に局所施肥を行うこ
とが可能で、作業能率の改善や施肥利用率の向上による
施肥量の削減、それにともなう肥料コストの削減が期待
されている。
そこで、鹿児
島県の黒ボク土
畑における二段
局所施肥機を用
いた減肥栽培が
キャベツ、はく
さいおよびブロ
ッコリーの収量
におよぼす影響
を検証したので紹介する。

二段局所施肥機は、車速に連動した精度の高い施肥が

可能で、畝の上層と下層の二段に局所施肥できる（図１）。
本機は、55Ｌ容量のホッパーを上層施肥用に１つ、下層
施肥用に３つ備え、二段局所施肥と畝３本の成型を同時
に行うことが可能である。平均作業速度は４㎞/ｈで、施
肥と畝立てを行った場合、作業能率は約30ａ/ｈと報告
されている（農研機構・2017年成果情報）。

３つの施肥区を設置
キャベツ、はくさいおよびブロッコリーに対する施肥
試験の概要を表１に示した。この試験は2017～2019年
に鹿児島県農業開発総合センター大隅支場内圃場で行っ
た。土壌は多腐植質厚層黒ボク土を用い、その化学性は
概ね当県の土壌診断基準値内であった。キャベツ、はく
さいおよびブロッコリーの３品目について、それぞれに
全面全層施肥の慣行施肥区、二段局所施肥機による二段
局所施肥で窒素施用量が慣行施肥区と同量の局所慣行量
区、二段局所施肥で窒素施用量が慣行施肥区比３割減の
局所減肥区を設けた。
化学肥料は、当県で一般的に利用されている配合肥料
を使用し、慣行施肥区は、キャベツには全量を基肥で、は
くさいおよびブロッコリーには基肥と追肥を施した。局
所慣行量区と局所減肥区では、３品目ともに基肥のみ施
肥し、化学肥料は、キャベツでは上層にBB48（窒素－
リン酸－カリ：16－16－16、Ｍコート60日タイプを含

む）、下層にBB555（同：15－15－
15、LP100日タイプを含む）、はく
さいでは上下層ともにはくさい配合
（同：15－15－15、LP30日タイプ
とLPS40日タイプを含む）、ブロッ
コリーでは上下層ともにBB48を使
用した。
二段局所施肥が収量におよぼす影響
二段局所施肥において窒素施用量

がキャベツ、はくさいおよびブロッ
コリーの収量におよぼす影響を図２

二段局所施肥機とは

キャベツ、はくさいおよびブロッコリーでの
減肥栽培

南九州畑作圃場における
高速二段局所施肥機を利用した葉菜類の減肥栽培
作業能率が高く、窒素施用量の３割削減が可能
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表１　各品目における施肥試験の概要

品目
（試験年度） 試験区 施肥方法

窒素施用量（㎏/10ａ）
使用肥料の名称基肥 追肥 合計上段 下段

キャベツ
（2017年度）

慣行施肥 全面全層 15.0 － 15.0 BB555
局所慣行量 二段局所 2.0 13.0 － 15.0 上層：BB48、下層：BB555
局所減肥 二段局所 2.0 8.5 － 10.5 上層：BB48、下層：BB555

はくさい
（2018、2019年度）

慣行施肥 全面全層 12.0 6.0 18.0 はくさい配合
局所慣行量 二段局所 2.0 16.0 － 18.0 はくさい配合
局所減肥 二段局所 2.0 10.5 － 12.5 はくさい配合

ブロッコリー
（2019年度）

慣行施肥 全面全層 17.0 6.0 23.0 BB48
局所慣行量 二段局所 2.0 21.0 － 23.0 BB48
局所減肥 二段局所 2.0 14.1 － 16.1 BB48

キャベツ：品種「おきな」、定植：９月６日、収穫：12月４日
はくさい：品種「黄楽70」、定植：10月16日、収穫：12月下旬～１月中旬
ブロッコリー：品種「おはよう」、定植：10月16日、収穫：１月８日

写真１　高速二段局所施肥機
　　　 商品名：畝立同時局所施肥機

「GRANVISTA」（㈱タイショー）

1 ㎝5㎝
下層
施肥

上層上層
施肥０～～５㎝

全面全層の慣行施肥二段局所施肥
図１　二段局所施肥のイメージ
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に示した。キャベツの１個当たり結球重は、慣行施肥区
が1.4㎏であったのに対して、局所慣行量区が1.6㎏、局
所減肥区が1.6㎏であった。はくさいの１個当たり結球
重は、慣行施肥区が2.6㎏であったのに対して、局所慣
行量区が2.5㎏、局所減肥区が2.5㎏であった。ブロッコ
リーの１個当たり花蕾重は、慣行施肥区が343ｇであっ
たのに対して、局所慣行量区が329ｇ、局所減肥区が348
ｇであった。
　収量で比較すると、キャベツでは、慣行施肥区が6.6
ｔ/10ａであったのに対して、局所慣行量区が7.7ｔ/10
ａ、局所減肥区が7.6ｔ/10ａであった。はくさいでは、
慣行施肥区が12.2ｔ/10ａであったのに対して、局所慣
行量区が12.1ｔ/10ａ、局所減肥区が11.9ｔ/10ａであ
った。ブロッコリーでは、慣行施肥区が1.9ｔ/10ａで
あったのに対して、局所慣行量区が1.8ｔ/10ａ、局所
減肥区が1.9ｔ/10ａであった。いずれの品目も、局所
減肥区の収量は慣行施肥区と同等であったことから、二
段局所施肥機を用いた窒素施用量３割減肥の栽培は可能
と考えられる。
　はくさいとブロッコリーの二段局所施肥における施肥
窒素利用率を図３に示した。はくさいの施肥窒素利用率
は、慣行施肥区が20％、局所慣行量区が32％、局所減
肥区が36％であった。ブロッコリーの施肥窒素利用率は、
慣行施肥区が
25％、局所慣行
量区が30％、局
所減肥区が54
％であった。こ
のように、施肥
窒素利用率は、
全面全層施肥の
慣行施肥区に比
べて二段局所施

肥した区が高く、３割減肥の局所減肥区ではさらに高ま
った。二段局所施肥と全面全層施肥において、はくさい
収穫時の根の分布状況を比較した（写真２）。根は、全面
全層の慣行施肥区では畝全域に分布しているが、二段局
所施肥では施肥位置に当たる畝の中央付近に上層から下
層にかけて分布していた。このように、局所施肥した部
分に多くの根が分布することで、施肥窒素利用率が高ま
ったと考えられた。

　はくさいでは、上層の窒素施用量について10ａ当たり
１㎏、２㎏、３㎏の３水準を設け、上層の窒素施用量の
違いが定植後の生育におよぼす影響を検証した（データ
省略）。その結果、上層の窒素施用量３㎏では、定植２週
間後に濃度障害と考えられる葉の褐変が発生し、一方、上
層の窒素施用量１㎏と２㎏では発生しなかった。上層の
窒素施用量２㎏は１㎏に比べて生育が旺盛であったこと
から、上層の窒素施用量は10ａ当たり２㎏が適すると考
えられる。

　慣行栽培では、施肥と畝立てを別工程で行う。一方、二
段局所施肥機は、施肥と畝立てを同時に行うため、慣行
栽培に比べて施肥から畝立てまでの作業能率が高い。さ
らに、慣行栽培の全面全層施肥では追肥が必要であるの
に対して、局所施肥では追肥が不要となる。そのため、本
機を導入することで、作業能率の向上による人件費の削
減、施肥量の削減による肥料コストの低減が可能になる。
　二段局所施肥機は、全国で15台程度導入されており
（2023年４月現在）、鹿児島県では2023年３月末までに
農業生産法人を中心に６台導入されている。

★
　二段局所施肥機は、窒素施用量の３割削減が可能で、化
学肥料価格高騰対策に有効である。また、「みどりの食料
システム戦略」でめざす化学肥料使用量30％低減の目標
を達成できる技術として、特に、大規模農業生産法人を
中心とした導入が期待されている。なお、窒素施用量の
削減にあたっては、過去の栽培履歴や土壌の可給態窒素
などを考慮していただきたい。

二段局所施肥における上層の窒素施用量

導入による効果と普及状況
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図２　�二段局所施肥における慣行施肥量と３割減肥が� �
収量におよぼす影響

栽植様式は畝幅60㎝、株間はキャベツとはくさいで35㎝、ブロッコリーで30㎝
栽植密度はキャベツとはくさいでは4,762株/10ａ、ブロッコリーでは5,555株/10ａ
収量は１個重に栽植密度を乗じて算出
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図３　�二段局所施肥における慣行施肥量と
３割減肥の施肥窒素利用率

写真２　はくさい収穫時の根の分布状況
二段局所施肥 全面全層の慣行施肥
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